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■ 会 長 報 告         島村 武慶君 

7/18 の例会時に

お話した、西日本

の豪雨災害向けの

義捐金の案内が

国際ロータリー第

2620 地区ガバナ

ー事務所より届き

ました。それを受け藤枝ロータリークラブでも

義捐金の募集を行いたいと思います。 

後ほど簡易（手作り）ではありますが、【平成

30年 7月豪雨災害義捐金箱】を設置しますので、

お帰りに被災地区の皆様へのご支援を宜しく

お願い致します。 

話は変わりますが、ほぼ同時の出来事でタイ

洞窟救出の少年たちの「奇跡の瞬間」を振り返り

たいと思います。日本国内で同じ水の災害の

発生で報道機関の報道の纏め方も様々でした。

以下あまり報道されなかった会見状況をまとめて

みます。 

タイ北部チェンライ郊外のタムルアン洞窟に

増水で閉じ込められ、全員無事に救出された少年ら

１３人が７月１８日夜、チェンライ市内で記者

会見した。洞窟内の増水によって帰る道を遮ら

れた様子や、救助隊に発見された時の状況を

時折笑顔を交えながら語った。洞窟から脱出後は

入院していたが、この日退院し、それぞれの家に

戻った。 

 少年らは会見に、そろいのシャツで臨んだ。

会見場にはサッカー場を模した場所が作られ、

少年らは会見前に笑顔でボールを蹴り、他の

チームメートらとの再会を喜んだ。会見は、司会

役のジャーナリストの質問に答える形で進んだ。 

 「話し声が聞こえるので電灯を持って行って

みると、（ダイバーが）出てきた。本当に奇跡の 

瞬間でした」。洞窟に入ってから１０日目、英国人 

ダイバーらが少年らを発見したときの様子を、

一人が少し興奮した様子で語った。 

■洞窟生活、瞑想の日々 

 同じサッカーチーム（ムーバアカデミー）に

所属する１１～１７歳の少年と男性コーチの

エーカポン・チャンタォンさん（２５）は６月

２３日、サッカーの練習後に洞窟に向かった。

エーカポンさんは会見で、「洞窟の中を調べる

ために入った」と説明。少年の一人に補習授業

の予定があったことから、「１時間ほどで戻る

予定だった」という。 

 「そろそろ帰ろうという時、水が突然押し

寄せてきた」とエーカポンさん。帰る道を阻まれ、

少年らは洞窟の奥に逃げ込んだ。全員が休める

場所を見つけ、３、４日過ごしたころ、また水が

迫ってきた。少年らはさらに奥に逃げ込んだ。

ここが、少年らが７月２日に発見された場所

だった。脱出も検討したが、「水の深さは約３

メートルだった」（エーカポンさん）といい、

助けを待つことにした。 

 真っ暗ななか、エーカポンさんの指示で少年

らは「落ち着こう」と話し合い、瞑想（めいそう）

し、無事助かるように祈ったという。 

■脱出順は自分たちで決定 

 発見されてからは、タイ海軍の特殊部隊員が

常に付き添っていた。しかし、洞窟内の水位が

下がらず、救助は難航。少年らは隊員が持って

きたチェスをしたり、隊員から話を聞いたりして

時間を過ごした。 

 ７月８日、数人ずつに分けて救出することが

決まった。医師や特殊部隊員らの意見を聞いた

うえで、少年ら自身が、誰が先に出るか決めたと

いう。会見で少年らは、救助活動中に死亡した

元タイ海軍特殊部隊員の男性ダイバーの肖像画を

前に、「ごめんなさい。あなたの行動に感謝します」
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と話した。 

また、少年たちは今後、不幸な出来事を体験した

タイ男性の習慣にのっとり、一時的に出家して

仏僧として修行する予定との事です。 

私がこの会見で特に印象的だったことは、最後に

数人の少年が、「将来は特殊部隊員になりたい」と

語った事でした。 

（17日間の詳細）https://1ovely.com/thai-cave/ 

■ 幹 事 報 告         玉木 潤一郎君 

・英字版 Rotarianが事務局に届いております。 

・明治大学校友会志太榛原地域支部様より 

明治大学マンドリン倶楽部 チャリティー 

演奏会 in藤枝のご案内が届きました。 

 チャリティー演奏会開催への協賛のお願いが 

届きました。 

■ 出 席 報 告          渡辺 篤司君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

29／41 70.73％ 36／41 87.80％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石垣君 ○石間君 ○加茂川君 ○小西君 

○菅原君 ○土屋富君 ○中田君 ○松田君 

大杉君 落合君 鈴木舜君 仲田晃君 

(２)メークアップ者  

松葉 隆夫君（榛南） 

■ 会 員 卓 話                       

 

 

 パスト会長 

青島 彰君 

 

 

 

 平成３年９月に入会してから２７年間在籍して

います。思い出話をということですので歴代会

長についてどんな印象があったのか話します。 

初代会長 西野繁夫さん 太平洋戦争での傷痍

軍人。片足を引きづりながらも例会を休むことも

なく藤枝一の気骨の経済人。今でもその生き様は

私の理想です。まずもって威張らない、新人にも

優しく応対する等々なかなか出来ることでは

無いと思います。 

第２代会長 松田真平さん 松田真彦君の父君。

県会議員に当選するなど真平さん真平さんと多く

のファンがいた人です。 

第３代会長 橋本守さん ご存じ岡部の初亀

酒造の先代。松田さんとのコンビ｢鶴亀劇団｣は

夜間例会の演劇を主催しヤンヤの喝采を受けたと

聞いてますが私は目撃したことはありません。

なぜ鶴亀なのかというと松田さんは頭髪少なめの

｢ツル｣橋本さんは初亀ブランドで命名したとの

ことです。 

第４代会長 小林治助さん 共立アイコムの

創始者 息子の小林正敏さんは南クラブ会員 

印象としては頑固親父。 

第５代会長 宮崎啓之進さん 静かな人との印象 

第６代会長 伊藤雅美さん （株）ニシダ 創設者、

なんか恐いという印象。 

第７代会長 仲山連祐さん 岡部の茶商 牛乳

びんの底みたいな眼鏡をしていた。 

第８代会長 岩田 規 藤枝市体育協会会長を

永くやってられた。例会出席が途切れがちで心配

だったので自宅まで様子を見に行った覚えが

あります。しばらくして退会された。 

第９代会長 鈴木吉郎さん 丸十商事先代。 

第１０代会長 江崎友次郎さん チャーター

メンバー、未だ現役、ばりばりとは言えませんが

健康に気をつけて頑張って下さい。 

第１１代会長 池谷達雄さん 扶桑工業先代 

八木金平市長誕生の立役者の一人。 

第１２代会長 天野信直さん 趣味は無線、

海外の愛好者と外国語通信。 

第１３代会長 岩本謙之助さん 岩本酒造当主、

客の酔っ払いに文化財級の襖を破られて嘆いて

いた。 

第１４代会長 村松 徳 藤枝事務機先代 

南クラブ村松章隆君の父君 

第１５代会長 櫻井龍太さん ロータリーの生き

字引。解らないときはこの人に聞け的存在でした。 

第１６代会長 石川清さん 東海ガス役員、

物静かな紳士。 

第１７代会長 鈴木平一さん 広幡の元市会議員 

第１８代会長 大塚 昌さん 白子の酒屋さん

｢奥州屋｣先代 この人には良くかわいがられ

ました。 

第１９代会長 水野義猛さん 第一運送先代 

印象は気のいい親父さんかな。 

第２０代会長 橋本延一さん 千歳の家具店社長 

疲れたので次回にします。  

   

 

https://1ovely.com/thai-cave/
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《8 月の事務局開局日時》 

※ 開局日時は変更になる場合があります。 

最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／土屋秀君） 

月 火 水 木 金 

7/30 31 8/1 2 3 

閉局 閉局 9：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

6 7 8 9 10 

10：00～ 

16：00 

閉局 9：30～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

閉局 

13 14 15 16 17 

閉局 閉局 閉局 閉局 10：00～ 

16：00 

20 21 22 23 24 

10：00～ 

16：00 

閉局 9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

27 28 29 30 31 

10：00～ 

16：00 

9：00～ 

16：00 

閉局 閉局 10：00～ 

16：00 


